
平成27年８月１日から

介護保険の費用負担が変わります

サービス利用者
・施設入所されて
いる皆さまへ

特別養護老人ホームの相部屋
（多床室）に入所する課税世帯
の方等は、室料相当の額を
負担していただくことになります。食費・部屋代（室料＋光熱水費）の

負担軽減を受けられる方が、
非課税世帯の中の預貯金などの
少ない方に限定されます。

市区町村への
申請の際に、通帳の
写しなどの提出が
必要になります。

一定以上所得のある方は、
介護サービスを利用した時の
負担割合が１割から２割
になります。

介護保険負担割合証が
市区町村から交付される
ので、被保険者証と
併せてサービス
利用時に提出して
ください。

厚生労働省

ご不明な点は、お住まいの市区町村の

介護保険担当にお尋ねください。

高齢化が進む中で制度を維持するために必要な見直しです。
費用負担の見直しと合わせて、在宅医療と介護の連携や、認知症の
方が地域で暮らし続けられるようにするための施策も進めます。

市区町村への
申請が必要に
なります。


